
東京を止めなければ日本は滅ぶ 

You Tube Channel デモクラシータイムス.より 

 

最初のスライド３つは児玉龍彦教授 

 

 

東京都の基幹病院で院内感染が出ている。 

ところが、知事は飲食店などに原因を押し付けようとしている。 

 

小池知事 院内感染がおこった病院を一切公表しようとしない！ 

病院の実態が隠されている。 

東京都が院内感染を公表しなかったことの大きな問題 

飲食店で食中毒が起こったら大変なこと。同様に、病院にとって院内感染がおこるというのは「大

事件」なのだ。 

 

 上記画面のように、屋形船での感染を背景に「永寿総合病院」で院内感染（大規模な集団感染：１８

７人感染、２４人死亡）がおこったが、それは隠蔽された。そして、それは東京の「医療崩壊」を招い

た。 

 



（次のスライド二つは、児玉教授ではなく金子勝立教大特命教授） 

 

 
  

 小池知事の失敗 東京五輪を開きたいがために、深刻な状況を隠蔽して感染を拡大させた。そのよ

うに失敗したことの責任逃れ → 飲食店に責任転嫁 

 

 

  

東京都知事選挙前に、９億円かけてテレビに出演 

屋形船の時、和歌山県がしたようにコロナの封じ込めを行うことは可能だったはず 

和歌山県知事 ６００人の大量検査によって封じ込め、病院の再開を勝ち取った 

 

 東京都が日本崩壊の原因となっているのに、それを覆い隠しているのではないか 



 

東アジアモデルのほうが成功 成功事例に謙虚に学んでいかなければ  ことは人命！ 

以下のスライドは児玉龍彦教授 

 

 

  

ダイヤモンドプリンセスの推移を見た場合、非常事態は３か月経っても解けない可能性がある。非

常に恐ろしい。８割の軽い人から膨大な人が感染。その膨大な人たちの中から３％が突然重症化する。 



 

 

 



 

 

 
 


